
はじめに

シナノキ(Tilia japonica SIMONKAI)は着色用単板
や合板として多く使用される樹種の一つです。近年，

合板の需要が高まるにつれ，日本産シナノキ材(以下，

日本産材)の代替として，中国から輸入されたシナノ

キ材(以下，中国産材)が使用される傾向にあります。

これに伴い，日本産材では認められていなかった欠

点，たとえばオイルステインを用いた場合の着色むら

や接着塗装障害などが技術相談で寄せられるようにな

りました。

日本産材は難接着性の材として知られており，接着

障害に関する多くの研究が行われてきました1-8）。しか

し，日本産材と中国産材の接着塗装性能を比較した研

究はなく，その原因の一つと考えられる両者の抽出成

分の違いも検討されていません。

そこで本研究では，日本産材および中国産材間の接

着塗装性能の違いを把握するとともに，両者間の抽出

成分の違いも検討したので，ここに報告します。なお，

本研究は木材学会誌9）において，詳細に報告している

ので，そちらも併せてご参照いただければ幸いです。

中国から輸入されているシナノキ材

中国東北部やロシア共和国極東部に生育するシナノ

キ属の代表的な樹種はアムールシナノキ(T. amurensis
Rupr.)とマンシュウシナノキ(T. mandshurica Rupr.)で
あり，佐藤10）はその分布や生育量をもとに，輸入され

ている樹種のほとんどがアムールシナノキである

と述べています。この報告にしたがうと，中国から

輸入されているシナノキ材は，そのほとんどがアムー

ルシナノキであると考えられます。しかし，伐採地等

が不明なため，ここでは単に中国産シナノキ材としま

す。

接着塗装性能の相違

市販の接着剤や塗料を用いて接着または塗装された

両シナノキ材の接着塗装性能をJISやJASに準じた試

験により評価しました。

その結果，水性高分子－イソシアネート接着剤(API)

を用いて接着された中国産材は日本産材の30％以下

と著しく低い木部破断率を示しました。浸せきおよび

煮沸はく離試験においても，中国産材は日本産材と比

較してはく離しやすい傾向が認められました。さらに，

不飽和ポリエステル樹脂塗料(UPE)やポリウレタン樹

脂塗料(PU)を用いて塗装された中国産材は日本産材

と比較して著しく低い木部破断率を示し，その破断は

木部と塗膜の間で認められました。なお，合板の製造

によく用いられる尿素－ホルムアルデヒド樹脂接着剤

(UF)や，レゾルシノール－ホルムアルデヒド樹脂接

着剤(RF)を用いて接着された中国産材と日本産材の間

には，このような違いは認められませんでした。

これらの結果から，中国産材の接着塗装性能は，接

着剤や塗料によって異なるものの，概して日本産材の

それより劣っているといえます。特に，APIを用いて

接着された場合やPUおよびUPEを用いて塗装された

場合，中国産材は日本産材と比べて著しく劣る接着塗

装性能を示し，実用上問題があるものと考えられます。

日本産材では，単板表面の解剖学的性質2，3）や抽出

成分の直接的・間接的関与4-8）が接着不良の主たる原因

とされています。特に，抽出成分は材の湿潤性4）や樹

脂の硬化6-8）に影響し，日本産材の接着障害における原

因の一つとなっています。

これらの報告を考慮しますと，APIやPU，UPEの

硬化反応に対し，中国産材の抽出成分が日本産材のそ

れよりも大きな阻害要因を有していることが予想され

ます。すなわち，ウレタン結合を形成し硬化する反応

あるいはラジカル重合等に中国産材の抽出成分が阻害

要因として作用しているように思われます。
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抽出成分における違い

中国産材と日本産材との間で，有機溶剤に可溶な木

材成分(エタノール/ベンゼン抽出物)を除き，他の木

材成分の量に違いは認められませんでした。中国産材

のエタノール/ベンゼン抽出物量は日本産材のそれの

約2倍であり，中国産材は日本産材よりも抽出成分に

富むことが明らかとなりました。さらに，詳細に抽出

成分の組成を検討したところ，疎水性化合物を主に抽

出する際に用いられるn-ヘキサンに可溶な成分(n-ヘキ

サン抽出物)の量が，中国産材と日本産材とでは異なっ

ており，前者のn-ヘキサン抽出物含有量は後者のそれ

の約3倍でした。すなわち，中国産材は日本産材より

も抽出成分，特に疎水性化合物の抽出物に富むことが

明らかとなりました。

n-ヘキサン抽出物の接触角測定や核磁気共鳴分光分

析(NMR)およびガスクロマトグラフ－質量分析(GC-

MS)の結果は，両者のn-ヘキサン抽出物の組成もまた

異なっていることを示唆しました。特に，GC-MSの

結果から，両者のn-ヘキサン抽出物を構成している化

合物の比率に違いが認められました。すなわち，中国

産材と日本産材では，n-ヘキサン抽出物の含有量が明

らかに異なり，それを構成している化合物の比率も異

なっているようであると結論されます。

上記の日本産材の接着不良に関する報告を考慮しま

すと，このような抽出成分の相違が材の湿潤性や樹脂

の硬化に影響を与えることが予想されます。したがっ

て，両シナノキ材間における抽出成分の違いが接着塗

装性能に影響を与えているものと推察されます。

まとめ

本研究の結果，UFやRFを用いて中国産材を接着す

る場合，日本産材と同様の接着操作を行っても実用上

問題が生じませんが，APIを用いて接着した場合，中

国産材は日本産材と比べて著しく劣る接着性能を示す

ことが明らかとなりました。さらに，UPEやPUを用

いて塗装された中国産材は日本産材と比較して著しく

低い塗装性能であったことから，中国産材の接着塗装

性能は，接着剤や塗料によって異なるものの，概して

日本産材のそれより劣っているものといえます。

その原因の一つとして，両者の抽出成分の含有量ば

かりでなく，それを構成している成分も異なることが

あげられます。このような抽出成分の違いが材の湿潤

性や樹脂の硬化に影響を与え，結果として両者の接着

塗装性能の相違を引き起こしたものと思われます。

特に，UPEにおける硬化不良は，同様の硬化機構

を経るWPCの製造時に樹脂の硬化不良が発生するこ

とを示唆するので，中国産材を用いたWPC製造時に

は，樹脂の硬化不良に対する注意が必要となるものと

思われます。

したがって，中国産材と日本産材の間で上記のよう

な相違があることに留意し，中国産シナノキ材の接着

や塗装，WPCや化学修飾などを行わなければならな

いと結論されます。
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